
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R４ 西京極中教育構想図 

《人格の完成》 
《平和で民主的な国家 

及び社会の形成者の育成》 

教育の目的 

【目指す生徒像】 

・自分で考え，決定し，責任をもっ

て行動する 

・社会の多様な人たちの考えに触れ， 

 それを尊重して受け入れる 

個人的側面 

「校是」 

自立 と 貢献 

 

社会的側面 

【目指す教職員像】 

・生徒の声を聴き，認めて，ほめる 

・互いに尊敬の念をもって 

       すすんで協働する 

【目指す学校像】 

生徒も教職員も，明日来るのが楽しみ 

になる学校 

《研究テーマ》「聴く・伝える・学ぶ力」の育成 

学校教育の基盤 

《安心・安全》 《学力向上》 《学校行事・生徒会行事》 《部活動》 

        《働き方改革》 《社会とのつながり》 



補足 

①『自立と貢献』とは 

自立・・失敗を恐れず，自分で考え，判断し，責任をもって行動することによって，一個の人格の完成を目指

します。 

貢献・・社会の多様な人たちの考えに触れ，それを尊重して受け入れ，周りの人のために働くこと。そして平

和で民主的な社会の形成者の育成を目指します。 

 

 

②研究テーマ 

「聴く・伝える・学ぶ力」 

 

 

③目指す生徒像と，目指す教職員像 

 この２つは関連しています。 

 目指す生徒像               目指す教職員像 

 「自分で考え」         ・・・・・・・  「生徒の声（考え）を聴き」 

 「決定し」            ・・・・・・・  「（生徒の考えを）認めて」 

 「責任をもって行動する」  ・・・・・・・  「（生徒の責任ある行動を）ほめる」 

     

 「社会の多様な人たちの考えに触れ ・・・・ 「互いに尊敬の念をもってすすんで協働する」 

 それを尊重して受け入れる」 

     

 

④教育の基盤 

 《安心・安全》 

・なんでも安心して話せる学級づくり 

・生徒も教職員も規律ある学校生活 

・挨拶とありがとう 

・不登校生徒の対応 

  ＧＩＧＡ端末を活用した授業配信 

  ＳＲの活用 

 

 《学力向上》 

・授業規律  

・なんでも安心して話せる学級が，勉強が楽しくなる基盤 

・すべての生徒に学ぶ楽しさを 

・進路指導  基礎学力の向上で進路展望を 

・家庭学習の充実 ゲームからの脱却 

・読書の推進  図書館開館日の充実 

 


